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受賞の感想と今後の抱負 

この度は、栄えある緑の風記念三重医学研究振興会賞を賜り大変光栄に存じます。マラリア

原虫の遺伝子発現機構の解明を目指し約 20 年前に転写因子研究を開始しました。これまで

ご指導頂きました先生方、研究を支えてくださった研究室員の方々に厚く御礼申し上げま

す。今後本研究が世界での病気予防や治療に繋がるようこれからも日々精進していく所存

です。 

 

受賞テーマ 

「マラリア原虫のステージ特異的遺伝子発現機構の解明」 

 

研究の概要と将来展望 

マラリア原虫は複雑なライフサイクルを持つが、その各細胞型の変化に関わる遺伝子制御

機構は不明であった。申請者は、SNF2 様クロマチンリモデリング ATPase（gSNF2 と命

名）が、雄性配偶子細胞の分化に必須であることを見出した。gSNF2 が破壊されると、初

期配偶細胞は雄性配偶子へと成長する能力を失った。また gSNF2 を破壊した原虫では、100

以上の雄特異的遺伝子の発現が有意に低下していた。ATAC-seq 解析により、これらの遺伝

子の発現低下は、上流のヌクレオソーム非存在領域の減少と相関していることが示された。

さらに ChIP-seq 解析により、gSNF2 は 5 塩基の雄特異的シス作用エレメントを介して雄

特異的遺伝子の上流に広くリクルートされていることが明らかになった。以上の結果は、

gSNF2 によって初期配偶子細胞のクロマチンランドスケープにグローバルな変化が誘導さ

れることで、雄配偶子細胞への分化が始まることを示唆していた。この研究は、原虫のライ

フサイクルにおける細胞型の変化にクロマチンリモデリングが広く関与している可能性を

初めて証明したものである。加えて本研究では ChIP-seq 解析を利用した雄配偶子細胞特異

的遺伝子群の網羅的同定に成功している。この方法はステージ特異的抗原の探索、病原性因

子の同定のための新たな手法となることが期待される。 

 

関連分野における本研究の特筆すべき点 

マラリア原虫における各感染ステージの形成機構はこれまで不明であった。本研究ではマ

ラリア原虫の生殖ステージである生殖母体が雄へ分化する際に、クロマチンリモデリング

が重要な役割を果たしていることを、世界で初めて明らかにした。この成果はマラリア原虫

のライフサイクル形成にクロマチンリモデリングによる遺伝子発現制御が広く利用されて

いることを示唆するものであり、マラリア原虫のポストゲノム研究への重要な貢献である。 

 



本研究の将来期待される点 

マラリア原虫の各ライフステージはステージ特有の抗原を発現している。しかしその発現

制御機構は分かっていなかった。本研究はマラリア原虫のステージ特異的遺伝子発現の分

子基盤を解明したものであり本研究で開発されたステージ特異的遺伝子の同定法はワクチ

ン抗原の探索、病原性因子の同定などマラリアの予防や治療につながることが期待される。 
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